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要旨
世界で人口が一番多い中国では，高齢者人口の増加に伴い，認知症高齢者の数も急激な増加を
たどっている.このような背景において，中国の認知症高齢者看護は今まで，どのように行なわ
れていたか，また，今後どのように進めていくかなどの現状と課題を把握する必要がある.そこ
で，これからの看護の手がかりを探るために，中国における認知症高齢者看護に関する既存文献
を検討することを目的とした. I老年人」・「痴呆」・「看護」という 3つのキーワードを用いて中
国生物医学文献数据庫 (CBMdisc) より掲載された 1992年 ~2006年(全年)の中国国内の既存
文献を79件検索し分析対象とした.文献検討を通して， I痴呆の名称が変更されていない」・「認
知症高齢者看護に関する研究が少ないJ.I病院における認知症高齢者看護が主流である」・「認知
症高齢者個人への看護が中心となっている」という現状が分かつた.今後の課題としては， I認
知症高齢者看護への関心を高める」・「認知症高齢者看護を地域へ広げる」・「認知症高齢者の家族
への看護を強化する」・「認知症高齢者看護の人材を育成する」などが挙げられた. 
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1.はじめに 高齢者が自宅で家族からの介護を受けている心
認知症は老年期の主要な医学的問題であり，老 また，家族は介護していくうちに認知症高齢者の
年人口が増加しつつある今日，認知症対策は医療 治癒の見込みのないことによる自信喪失や認知症
経済的なコスト削減をもたらすものとして高い関 に関する知識・技術の不足による戸惑いや日常生
心を集めている1) また，認知症が非可逆的な脳 活の世話による身体疲労と自分自身の生活リズム
器質性疾患であり，その出現率が加齢とともに増 の崩壊などの悪影響を被ることもしばしばあるた
加し，一方で認知症そのものが死亡の原因になら め悪循環に陥っているの.更に，王6)は，認知症高
ないということから認知症高齢者への対策の中心 齢者看護の看護方法・看護内容に関する国内・国
は治療よりも看護・介護に絞られてくるべこの 外の比較を行った結果から，先進国の認知症高齢
ような背景において，これからの認知症高齢者看 者看護と比べ中国の認知症高齢者看護は，家庭・
護は益々期待され重要視されてくるにちがいない 地域・社会からなる系統的なサービスシステムが
といえる.中国は現在65歳以上の高齢者人口の中 完備されていない，認知症看護を専門に従事する
で認知症高齢者が4.69%を占めている 3) しかも， 人材が少ない，家族介護者への指導が不十分など
国の経済状況及び伝統習慣の影響で殆どの認知症 の問題を指摘した.これらの問題は国の経済状況，
医療保健制度，教育システム及び人々の価値観な
1千葉大学看護学部COE研究室 どに関連していると考えられ，問題解決に向ける
2千葉大学看護学部 努力と時聞が必須となる.このような状況のなか，
1 COE Program，School of Nursing，Chiba Univer- 看護の力で現時点で対応できることは何であろう
sIty か，即ち認知症高齢者看護における問題点をどの
2 School of Nursing，Chiba University ように見極めるか，効果的な看護をどのように提 
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供するかということが問われる.それには先ず中
国では今まで認知症高齢者をどのように看護して
きたのか，認知症高齢者看護の実態の掌握が必要
であると考えた.そこで，今回筆者らは中国にお
ける認知症高齢者看護のこれからの手がかりを探
るために既存文献を検討することにした. 
H.研究目的
中国における認知症高齢者看護に関する既存文
献の検討から認知症高齢者看護の現状を把握し今
後の課題を明らかにすることである. 
m.研究方法 
1.対象文献
分析対象は， 1992年----2006年(全年)の中国国
内の文献で， i老年人J i痴呆J i看護」という 3
つのキーワードを用いて中国生物医学文献数据庫 
(CBMdisc) より検索した79文献である. 
2.分析方法
まず，検索した文献を閲覧し各文献の種類を分
類した.そして，各文献の目的は何か，どんな方
法を用いたか，対象者は誰か，研究実施場所はど
こか，どんな内容が含まれていたかという側面か
ら文献内容を分析した. 
2.対象文献の分析結果
 
1)対象文献の研究対象者と研究実施場所
 
79件の対象文献のうち，認知症高齢患者を研究
対象者としたものは72件 (91.1%)，介護者を対
象者としたものは 7件 (8.9%)であった.研究
実施場所は，病院が63件 (79.7%)，在宅が16件 
(20.3%)であった(表 1). 

2)対象文献の研究内容の分析結果
 
79件のうち，全文の入手ができた42件について，
まず， 1件 1件の文献の主要な研究内容を抽出し
コード化し個別分析を行った.そして，個別分析
の結果から類似性のあるものをサブカテゴリーと
して統合し，最後に以下の 4つのカテゴリーが整
理できた(表 2). 
カテゴリー 1. i患者の身体へのケア」には， 
ADLのアセスメントとリハビリテーションや着
替えや食事の介助などのような能力向上を目指す
援助および祷創のような合併症予防の内容が含ま
れていた.また，認知症高齢者が持つ俳佃や暴力
などへの対応や認知症高齢者の安全を守るための
環境整備，安全管理に関する実践もあった.
カテゴリー 2. i患者の心へのケアjには，交
表 1 文献の研究対象者と研究実施場所 
N=79 
N.結果 
1.対象文献の種類 
79件の対象文献のうち，総説は32件 (40.5%)， 
事例報告は35件 (44.3%)，調査研究は12件 
(15.2%)であった. 16 20.3 
表2 対象文献から抽出したカテゴリーとそのサブカテゴリー N=42 
カテゴリー 1 サガテ:ゴワ 
1.患者の身体へのケア 1 1) ADLのアセスメントと能力向上への援助 
(*17) 1 2) リハビリテーションの実施
 
3 )着替え，食事介助，睡眠の促進，服薬指導
 
4)祷創などの合併症予防
 
5)俳佃，暴力への対応
 
6)環境整備，安全管理の強化
 
2.患者の心へのケア 1)コミュニケーションの重要性の強調と技術の習得1 
(*21) 2) 3 R法の応用 (Reminiscence. Reality orientation. Remotivation)や認知機能1 
訓練の実施等による良好な意思疎通の形成 
3.介護者へのケア 1)介護者の心理負担の把握1 
(*3) 12)介護者の身体疲労の軽減 
3)介護者への指導と教育 
4 病名変更の指摘 1) I痴呆」という名称のマイナスイメージ，差別感1 
(* 1 ) 
注:(* )の中の番号は文献数を指す. 
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流の難しい認知症高齢者に対するコミュニケー
ションの重要性の強調と交流技術の習得に関する
ものが含まれていた.また，認知症高齢者の認知
能力の向上を目的とした 3R法 (Reminiscence. 
Reality orientation . Remotivation)や認知機能
訓練を応用した看護介入もあった.これらの介入
は，認知症高齢者の認知能力の向上による良好な
意思疎通の形成につながったとの結果が述べられ
た.
カテゴリー 3. I介護者へのケア」には，介護
者の心理負担を把握する，介護者の身体疲労を軽
減する，介護者への指導と教育を提供するという
ような内容があった.
カテゴリー 4. I名称変更の指摘」には， I痴呆」
という名称が差別的であり，マイナスイメージを
受けやすいため，高齢者の人権尊重の面から考え
ると名称の変更が必要であるという指摘が含まれ
ていた. 
v.考察 
1.中国における認知症高齢者看護の現状 
1) I痴呆」の名称、が変更されていない
日本では2004年12月に「痴呆」という用語が「認
知症」に変更された.これは「痴呆Jという名称
が差別的であるという以前からの指摘を受け，厚
生労働省が同年 6月に rl痴呆」に替わる用語に
関する検討会』を発足させ，広く意見を求めて決
定したものである九これに対して，中国でも同
じような観点を所持しているが，今現在「痴呆」
の名称変更はされないまま使われている状況にあ
る. 
2)認知症高齢者看護に関する研究が少ない
医学中央雑誌Web版より 1983年--2006年(全
年)の文献を同様に「高齢者/老人」・「認知症/
痴呆」・「看護」という 3つのキーワードを用いて
件の文献が得られ，その中4981， 検索した結果，
に原著は418件であった.また， 1996年--2006年
の文献総数は1，413件で，原著が377件であった.
これに対し，今回得られた79件の中国語文献は数
字的に見ると明らかに少なかった.これは 2つの
影響要因があると考えられる. 1つは，中国看護
師の認知症高齢者看護への関心が薄いという点で
ある.もう 1つは，中国の看護師が日々の臨床看
護の実践知を形式知として表出するという看護研
究の能力が未だ及ばないという点が考えられる. 
3)病院における認知症高齢者看護が主流である 
79件の対象文献のうち， 63件 (79.7%)の研究
実施場所が病院である(表 1)ことから中国にお
ける認知症高齢者看護は病院を中心に行われてい
ることが伺われた.高齢者の認知症は殆ど老化に
よる慢性疾患であるため，認知症高齢者のQOL
を高めるためには病気悪化の予防から症状進展の
遅延まで家庭，地域，社会からの一貫性のある，
連続的な医療看護を受けることが望ましい8) し
かし，この面においては，今まで病気の治療を中
心としてきた中国では，一時的な治療で認知症が
完治できるとは言い難い現実に直面することによ
り，予防から治療まで一貫した医療・看護を提供
するということが困難な状況に陥っている. 1998 
年から中国は人々の健康増進のために疾病予防と
いう観点から「老人保健」を含む地域医療・地域
看護のような地域サービスの提供をはじめたが，
今現在病院と地域の連携や高齢者が専門的に利用
できる施設の整備などがまだ不十分といえる 9)
一方，日本では1982年からの老人保健法， 1989年
からのゴールドプラン及び2000年からスタートし
た介護保険法の施行以来，高齢者のための医療福
祉施設，在宅介護支援や介護施設の整備などの地
域ケアシステムの構築が行われているため，認知
症高齢者も病院だけではなく，デイケア，ショー
トステイなどのような各種の医療保険・介護保険
に関する長期・短期の老人施設が利用できる他に
自宅にいても在宅看護や訪問看護や地域看護など
のような社会支援を受けられるようになっている. 
4)認知症高齢者個人への看護が中心となってい
る 
79件の既存文献のうち， 72件 (91.1%)の研究
対象者が患者であり，介護者を研究対象者とした
研究は僅か 7件 (8.9%)であった(表 2).それ
に，研究内容が分析された42件のうち，患者の身
体へのケア (17件)と心へのケア (21件)に関す
る研究が38件 (90.5%)であった(表 2)ことか
ら中国における認知症高齢者看護は患者を中心と
していること及び患者の身体的ケアと心理的ケア
を重視していることが分かつた.これは，認知症
高齢者個人への看護だけを行っているといえ，認
知症高齢者個人と深い関わりのある家族支援や社
会影響に関する研究が少なかった.一方，日本で
は平成18年 4月からの改正介護保険による地域支
援事業の中で認知症予防事業も開始され患者・家
族・地域・社会からの連携を強化している10) 更
に，一般住民を対象とした認知症に関する各種の
啓発教育叫や認知症の本人・家族を支える地域づ
くりのための認知症サボ}ター100万人キャラバ
ンの養成も盛んに行われている12) これに対して，
一般住民への認知症の理解と予防につながる啓発 
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普及に関する研究は中国ではまだ見当たらない. 
2.中国における認知症高齢者看護の課題
 
1)認知症高齢者看護への関心を高める

高齢者の認知症は，予防可能なものや早期発
見・早期治療により症状が抑えられるものや疾病
の進行を遅らせるものなどが多くあるため，個々
人の認知症高齢者看護への関心を高めることが肝
要である. 
2 )認知症高齢者看護を地域へ広げる
高齢社会において，今後増加しつづける認知症
高齢者の出現率を減らす看護に向けての努力は，
看護師をはじめの医療関係者と 1人 1人の地域住
民，そして，その背景にある地域社会が加わった
協力体制を強固にすることが必要である. 
3 )認知症高齢者の家族への看護を強化する
今まで患者を中心とした看護を行ってきたが，
社会支援の少ない中国の現状に合わせて考えてい
くと，今後認知症高齢者とともに歩んでいく介護
の主な役割を果たすキーパーソンとなる家族への
看護も非常に重要であり強化しなければならない
ことである. 
4)認知症高齢者看護の人材を育成する
日本では，医療の高度化と人口の高齢化の中，
質の高い看護を提供するために「専門看護師」と
「認定看護師」のスペシャリスト育成制度を作り
上げ様々な分野における看護の人材を育成してい
る.平成18年11月現在の老人看護専門看護師10名
が誕生した他にω 「認定看護師」初の誕生から10
年， 2，000人突破，新たに「認知症高齢者看護」
を含む 5分野の認定看護師が誕生した14) これら
のスペシャリストは大学教育のみならず，現場で
働く看護師への卒後教育や看護基礎教育課程内容
等にも影響してくると思われる.これに対して，
中国もこれから日本のような専門分野の人材育成
が必要となってくると考える.そのような看護人
材の産出により認知症高齢者看護に関する研究も
多くなるであろう.
¥11.おわりに
以上は，日本の認知症高齢者看護の状況を踏ま
えながら中国における認知症高齢者看護の現状と
課題を既存文献の検討によりまとめた.また，今
年度から千葉大学看護学部COEプログラムのサ
ブプロジ、エクト Aにおいては，地域住民の認知症
に対する認識や理解を広め，認知症高齢者に対す
る暖かい日を育て，支え合い・助け合いの明るい
地域を作り，在宅で過ごす認知症高齢者を抱える
家族の問題解決に役立つなどの認知症高齢者に対
する地域住民の支援活動を具体化するために，日
本と中国の都市部にある集合住宅において， 
CBPR (Community-Based Participatory Re-
search)に基づき「文化に根ざした認知症予防教
室の開発過程における日中比較」というテーマの
国際共同研究を中国北京大学看護学院と行い始め
ている.これは，まさに中国の認知症高齢者看護
の課題に応えるものであると考えられる.今後，
今回の共同研究を通して両国の各々の文化を尊重
する認知症高齢者のQOLの向上を図るとともに
中国における認知症高齢者看護の発展のための基
盤となる成果を期待している.
引用文献 
1	)酒井佳永，小高愛子，村山憲男他:認知症ス
クリーニング検査theRapid Dementia Screen-
ing Test (RDST) 日本語版の有用性.老年精
神医学雑誌， 17(5)，539-549，2006. 
2)青葉安里:老年期痴呆の治療と看護.南江堂，
東京， p 1，2002. 
3)王湘:老人痴呆了，家属宏、ム局、.大余医学， 
1，38-40，2003. 
4)焼}I原曾，隊碧霞，周治莱等:社区痴呆患者的
家庭照料者心理状況研究.四川精神ヱ生， 15(3)， 
136-138，2002. 
5	)徐永能，戸少捧，符霞等:老年性痴呆病人家
居安全的炉理干預.中隼炉理来志， 39(3)，185-
187，2004. 
6	)王湘:老年性痴呆患者炉理模式的国内外比絞
及其宕示.解放写炉理来志， 23(1)，44-46， 
2006. 
7 )長谷川和夫:[痴呆性疾患の新しい展開】痴
呆の名称変更をめぐって「痴呆」から「認知症」
への改称.クリニシアン， 52(2)，138-142， 
2005. 
8)王志穏，肖}I限貞，辛腔利等:福利院痴呆症状
老人生活虞量的調査分析.中国全科医学来志， 
3(6)，466-468，2000. 
9 )前掲 6) 
10)本間昭，栗田主一，池田学他:認知症を地域
で支えるためにーかかりつけ医の認知症診断技
術向上に関するモデル事業より老年精神医
学雑誌， 17(5)，483-489，2006. 
11)梅津初子:【地域における痴呆の早期発見と
対応]保健師の役割.老年精神医学雑誌， 14(1)， 
42-46，2003. 
12)渡辺由美子:介護保健制度改革と認知症対策
について，認知症サポーター100万人キャラバ 
-70-
千葉大学看護学部紀要第29号
ン.講演内容， 2006. 6. 17. 「認定看護師」初の誕生から 10年， 2000人突破，
13)都道府県別専門看護師登録者数，社団法人日 新たに 5分野の認定看護師が誕生. 2006年 8月 
本看護協会ホームページ， 2006年12月. 1日.
14) (社団法人)日本看護協会ニュースリリース，
一 71-
